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法政大学創立者・薩埵正邦生誕 150 周年記念連続講演会―明治日本の産業と社会― 

































 Hosei University Repository
 2




















ます。また、梅岩の門弟が著した「石田先生事跡」「石田先生語録」も参考にします。(6)         
 
 
一．「石田梅岩とは如何なる人物か」 ― 次の課題への問題提起と手掛り ―         
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か」の解明で、特に、「日本の社会構造と日本人の精神性の特徴」を考察していました。取
り扱っていた参考文献の中には、皆様もご存知の Robert Bellah の“Tokugawa Religion”
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石門心学の最盛期は、天明期 （1781～1788 年）以降、文化・文政期（1804～1829 年）とされま












３．石田梅岩及び石門心学の諸評価                          
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－ 思想史的視点 － 
先ず、思想史的視点からはどう評価されているか、和辻哲郎、柴田実、安丸良夫、丸山
真男の研究を取り上げ、探って見ます。 













   









   






N. Bellah の著作「徳川時代の宗教」（1957 年公刊）の書評論文（「国家学会雑誌」掲載 1958 年）で
も、 Bellah 氏が取扱った主要課題 「第六章 心学とその創始者・石田梅岩」に関して、
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「一番凡庸で、説得力に欠ける」と評しています。(15)  
   
－ 経済・経営学的視点 － 
次に、経済・経営学的視点からどう評価されているか、竹中靖一、作道洋太郎の研究を
取り上げ、探って見ます。 






















念の具体化として継承されたとしています。(17)  ］ 
 
④ 作道洋太郎 ： 「江戸商人の革新的行動―日本的経営のルーツ―」  有斐閣 １９７８年 
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－ 宗教的視点 － 
続いて、宗教的視点からどう評価されているか、柴田実、田尻祐一郎、石川謙の研究を
取り上げ、探って見ます。 







③ 田尻祐一郎 ： 「通俗道徳と『神国』『日本』―石門心学と富士講をめぐって―」源 了園  玉懸 博之 共篇          















   わが国の神明（恐らく、ひそかに、天照皇太神を想定して神明と呼んだのであろう）を、儒教にいう
鬼神と同一の概念と神格とで、規定したらしく思われます。しかし、この二者を、同一概念、同一神
格として把握したのは、梅岩における学問の原理、心を得た人、性を知った人にして初めて分かる境
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地であるから、「ココハ工夫アルベキ所ナリ」と付け加えています。 
  
－ 比較近代化論的視点 － 
Robert N. Bellah ： 「徳川時代の宗教」池田昭訳  岩波文庫  １９９６年 
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① 道から心へ  ― 尋ね求める梅岩―                       
イ）｢先生廿三歳の時、京都へ登り、上京の商人何某の方へ奉公に在付給へり、はじめは神道をした
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② 心から心の目へ  ― 知り得た梅岩― 
イ）「某時先生四十歳ばかりなり、正月上旬の事なりけるが、母の看病し居たまひしに、用事ありて
扉を出たまふとき、忽然として年來のうたがひ散じ、堯舜の道は孝弟のみ、魚は水を泳り、鳥は
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ば、先生それより又日夜寝食を忘れ、工夫したまふ事、一年餘を經て、・・」(34)                 
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    呑尽心モ今ハ白玉ノ赤子トナリ（テ）ホギヤノ一音。夫ヨリシテ後ハ自性ハ大ナルコトモ万物ノ
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「事実・実在」を「知る＝会得する」力である。                           
「知り会得する力の働き」とは何か： 
イ．尋ね求めるものをどこまでの知ろうとする働き、所謂、純粋で無制約な知的志向
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梅岩は、「知る・会得する」に至るまでの「本来的認識構造」を「知り・会得している」
(36) ので、梅岩は、悟性的・理性的意識の自己同化（self-appropriation of one’s own intellectual 
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注( 1) 松尾章一「薩埵正邦小伝（二） －法政大学の創立者－ 」法政大学社会学部機関誌 『社会労働研究』第 14 巻
３号 1968 年参照。 
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        「我つえ 上・中・下」１７５９年、「町人身體柱立」、「坐談随筆」、「前訓 男子之部・女子の部」、「女児 ねるり




 時習舎 舎主 薩埵徳軒 (1778 年 安永 7 年～1836 年 天保７年)及その家系等について： 







の講師を務める等、天保中期の京都心学界において、修正舎 舎主 柴田遊翁、恭敬舎 入江義質と共に重きをなし
た。 
       薩埵徳軒の門下には、柴田鳩翁、薩埵誠齋、薩埵天放、近藤龍徳、杉本左近、奥田玄深、等がいる。因みに、
徳軒の父薩埵元雄（－１７９７年）は、号を藁川と称し、参州吉良之荘吉田村から京都に移り住み、儒学者とし
て活躍し、門下には徳軒を指導した猪飼敬所（京都心学者、上記教諭所の講師も務める）がいた。 
   
注
(5)  薩埵正邦に至る 石門心学者の系譜 (一部、略式)は、脚注の後にある「別紙１」を参照。 





あたり、1739 年には全 4 巻として、出版された。また、「倹約・齊家論」は、1744 年５月の梅岩の自序がある
ように、同年９月に「倹約・齊家論」二巻として 9 月に刊行され、その 9 月２４日に梅岩が死去しているので、
 Hosei University Repository
 23
   












(7) Robert Bellah の“Tokugawa Religion”（１９５６年出版）は、Ｒ．Ｎ．ベラー著 堀一郎 池田昭訳 「日本近代
化と宗教倫理」として未来社から１９６２年に出版されている。また、James C. Abegglen の“Japanese Factory”
（１９５８年出版）は、 J.アベグレン著 占部都美監訳「日本の経営」としてダイヤモンド社 から１９５８年
に出版されている。 






























 Hosei University Repository
 24
   








・夏の夜は子の刻（ＡＭ０：００）に、また冬の夜は丑の刻 (ＡＭ２：００) に就寝 












注(11) 和辻哲郎「日本倫理思想史」下巻 第七篇「町人道徳と町人哲学」 岩波書店  １９６９年第１１版 ６０９～６
２４頁参照。 









注(12) 柴田実「石門心学」 日本思想体系４２  岩波書店  １９７１年  第１版  ４５１頁参照。 
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へん」（都鄙問答巻一）とさえいわれる。正直と倹約の実践を通じて、人々にこの安心、この喜びを知らせよう
としたのが、かれの心学の根本精神であったとすべきであろう。 
注(13) 安丸良夫「日本の近代化と民衆思想」 青木書店  １９７５年第４刷  ３３～３４頁、４９頁、５２頁参照。 






難が、自己変革―自己鍛練によって解決しうるかのような幻想を生み出した。この幻想によって、 自然や社会  
が主要な探求対象となり、国家や支配階級の策術を見ぬくことがきわめて困難となった。近代社会の展開にと 














注(15) 丸山真男「丸山真男集」第七巻「ベラー『徳川時代の宗教』につて」岩波書店   １９９６年  ２３５～２８９
頁参照。 






まない、しかも地味な本商人の経済倫理の自覚形態である。        
 
注(17) 竹中靖一は、「当時の町家が心学者に家法の起草を依頼した」とし、宮本又次の見解（「石門心学と商人意識」  講
座『心学』第二巻  雄山閣  １４～１５ 頁）を挙げて、堵庵及び門弟の脇坂義堂と両者に親交が深かった近江
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の豪商中井源左衛門の「家訓」にも影響を及ぼしたとしています。 
注(18) 作道洋太郎、瀬岡誠他著「江戸商人の革新的行動―日本的経営のルーツ―」  有斐閣 １９７８年。 
 





会経済史学』 第３１巻第６号 １９６６年 ９１～１０１頁参照） 
注(21) 宮本又次「壊徳堂と明誠舎と住友」『経済人』 第２９巻 第１１  １９７５年。 
 
注
(22) 柴田実「石門心学」 日本思想体系４２  岩波書店  １９７１年  第１版  ４７４頁参照。 
 
注(23) 田尻祐一郎「通俗道徳と『神国』『日本』―石門心学と富士講をめぐって―」源 了園  玉懸 博之 共篇 『国家
と宗教』日本思想史論集 思文閣出版 １９９２年 ３１３頁参照。 
 
注(24) 石川謙「石田梅岩と『都鄙問答』」 岩波書店  １９９３年 １４７頁参照。 
  











(26) 「都鄙問答 巻ノ二  或ル学者商人ノ学問ヲを譏ノ段」柴田実編『石田梅岩全集 上巻』 清文堂出版 １９９４
年７１頁参照。 
       
注















(30) 前掲「都鄙問答」日本思想体系･七 『近世庶民教育思想 石門心学・下』日本図書センター １９７９年 ６４
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注
(32) 前掲「石田先生事蹟」３７５頁参照。 






   「性ヲ知リタシト修行スル者ハ得ザル所ヲ苦ミ、是ハイカニコレハ如何ニト、日夜朝暮ニ困ウチニ忽然トシテ開 
タル、其時ノ嬉サヲ喩テイハヾ、死タル親ノ蘇生、再ビ來リ玉フトモ其樂ニモ劣マジ。・・・我ニ至極ノ樂ヲ畫
ト望人アラバ、豁然トヒラケツヽ、手ノ舞足ノ踏所ヲ忘シ者ヲ畫ベシ。」 
以上、前掲｢都鄙問答 巻ノ三  生理問答ノ段」 柴田実編『石田梅岩全集 上巻』 清文堂出版 １０６頁参照。 
 
注







(35) 前掲「石田先生語録」柴田実校注 「石門心学」日本思想体系四二 岩波書店 １９７２年 ５５頁参照。 




以上「都鄙問答」日本思想体系･七 『近世庶民教育思想 石門心学・下』日本図書センター  １９７９年  
６３９頁 
  更に、次のようにも述べている。 
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天人一体の極致にたつことである。・・そこに、人倫の根本にふれるものを感じ、・・」と解釈し、梅岩は宋儒 






かつ自証することのできるものという特性をもつことになった。」                              
前掲「石門心学」 １４２頁参照 
 
注(36) 人間の本来的認識構造に関して,“Cognitional Structure”,“COLLECTION  Papers by BERNALD LONERGAN  ”,  
Edited by F. E .Crowe, S. J. Herder and Herder, New York, 1967,２０８頁参照。 
“Where knowing is a structure, knowing knowing must be must be reduplication of the structure. But 
if knowing is conjunction of experience, understanding, judging, then knowing knowing has to be a 
conjunction of (1) experiencing experience, understanding, judging, (2) understanding one’s 
experience, understanding, judging,(3) judging one’s understanding of experience, understanding, 
judging to be correct.” 
 
注
(37) 前掲「石田先生語録 巻百三十一 或士問曰、朱子学ニテ事ヲ取」『石門心学』９０頁。 
 
注
(38) 前掲 ｢都鄙問答 巻ノ一  都鄙問答ノ段｣ 柴田実編『石田梅岩全集 上巻』 清文堂出版  ４１頁参照。 
 
注
(39) 「都鄙問答 巻ノ二  或ル学者商人ノ学問ヲを譏ノ段」７１頁参照 
  梅岩の言う「天」に関しての一部を、前掲「都鄙問答 巻三 生理問答の段」（『近世庶民教育思想 石門心学・
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前掲「都鄙問答 巻之二 或学者商人の学問を譏の段」６７７頁、「都鄙問答 巻之三 性理問答の段」７０２








“So far, our reflection on the subject have been concerned with him as a knower, as one that experiences, 
understands, and judges. We have now to think of him as a doer, as ones that deliberates, evaluates, 
chooses, acts. Such doing, at first sight affects, modifies, changes the world of objects. But even 
more it affects the subject himself. For human doing is free and responsible. Within it is contained 
the reality of morals, of building up or destroying character, of achieving personality or failing 
in that task. By his own acts the human subject makes himself what he is to be, and he does so freely 
and responsibly; indeed, he does so precisely because his acts are the free and responsible expressions 
of himself.”    
以上、“ A Second Collection Bernald Lonergan S.J. ”, Edited by W. R. Ryan, S. J. And B. T. Tyrrell, 
S. J., Darton, Longman & Todd, London, 1974 
 
倫理的領域での理性的意識について、“Insight ”, Bernard J. F. Lonergan, “Insight－ A Study of Human 
Understanding ”, Philosophical Library, New York, 1968, p.611 を参照すると、次のように述べられてい
る。 
“I become rationally self-conscious inasmuch as I am concerned with reasons for my own acts, and this 
occurs when I scrutinize the object and investigate the motives of a possible course of action.”  
 
注
(43) 認識構造（認識）と倫理構造（倫理・行為）の関係について、前掲“ Insight ” p.618 を参考にすると、次
のように述べられている。 
“As metaphysics is corollary to the structure of knowing, so ethics is a corollary to the structure 
of knowing and doing; and as ethics resides in the structure, so the concrete applications of ethics 
are worked out by sprit inasmuch as it operates within the structure to reflect and decide upon the 









 Hosei University Repository
 30
   
                                                                                                                                                  
質す問いである。 

































         また、「善の志向性」である「価値の創造を始動する力」は、人の生き方そのものを「価値」に向けて創
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“The intention of the intelligible, the true, the real, becomes the intention of the good, the question 
of value, of what is worthwhile, when the already acting subject confronts his world and adverts to 
his own acting in it.  ・・・ 
Ｔhere is good of value. It is by appealing to value or values that we satisfy some appetites and do 
not satisfy others, that we approve some systems for achieving the good of order and disapprove of others, 
that we praise human persons as good or evil and their action as right or wrong. ” 
以上、前掲“ The Subject ”,“ A Second Collection Bernald Lonergan S.J. ” p.８１を参照 
 
注
(44)  倫理的・実存的主体とは何か、前掲 “ The Subject ”,“ A Second Collection Bernald Lonergan S.J.”, 
p.79,83 で、端的に、次のように述べられている。 
“ It is intention of the good in this sense that prolongs the intention of the intelligible, the true, 
the real, that founds rational self-consciousness, that constitutes the emergence of the existential 
subject. ” 
“ The existential subject freely and responsibly makes himself what he is, so too he makes himself 













(46) 前掲「都鄙問答 巻之四 學者ノ行状心得難キヲ問ウノ段」137頁、心に得て身に行う力を、特に、次のように
言っている。 
   「徳トハ心ニ得テ身ニ行ウヲ云」 
 
注
(47) 前掲「石田先生事蹟」『近世庶民教育思想 石門心学・下』376 頁。 
















以上、前掲「石田先生語録 巻百三十一 或士問曰、朱子学ニテ事ヲ取」『石門心学』91頁参照。 
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以上、前掲「都鄙問答 巻之三 性理問答ノ段」『石田梅岩全集』上巻 清文堂出版 １１2 頁参照 
 
注
















(52) 前掲「都鄙問答 巻之一 孝ノ道ヲ問ウノ段」『石田梅岩全集』上巻 清文堂出版 21 頁参照、及び「都鄙問答 
巻之三 性理問答ノ段」105 頁参照。 
 
注
(53) 前掲「都鄙問答 巻之一 都鄙問答ノ段」４頁、「都鄙問答 巻之三 性理問答ノ段」９９頁、「都鄙問答 巻
之一 播州ノ人學ノ事ヲ問ノ段」６０頁『石田梅岩全集』上巻 清文堂出版参照。 
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(55) 松尾章一「薩埵正邦小伝（二） －法政大学の創立者－」 法政大学社会学部機関誌『社会労働研究』第 14 巻３




1. 石川謙著「石門心學史の研究」 岩波書店 １９７５年 第３版発行 
2. 竹中靖一著「石門心学の経済思想」 ミネルヴァ書房  １９９８年増補版 
3. Bernard J. F. Lonergan, “ Insight A Study of Human Understanding ”, Philosophical Library , New York,  
1968 
4. “COLLECTION  Papers by BERNALD LONERGAN  ”,  Edited by F. E .Crowe, S. J. Herder and Herder, New York, 
1967 
“A Second Collection BERNALD LONERGAN S.J. ”,  Edited by W. R. Ryan, S. J. And B. T. Tyrrell, S. J.,  
Darton, Longman & Todd , London,  1974 
5. J. Eduardo Perez Valera, S. J.著「不思議の国の私－B.ロナーガンによる哲学と方法への入門－」（株）ぎょ




日 時： 2006 年 5 月 20 日（土） 15:00～16:30       
会 場： 法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナード･タワー25F  
イノベーション･マネジメント研究センター セミナー室 
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石田家邸宅 （梅岩の生地 ：京都府亀岡市東別院東懸）  
 
 
梅巌講釈の圖  享和 2 年板 「石田勘平一代記」より 
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京都 大徳寺奥院 芳春院 （薩埵正邦先生の当時の菩提寺）   
 
 Hosei University Repository
 
薩埵正邦に至る 石門心学者の系譜 ( 一部、略式 )                                                              別紙１ 
 
        
齋藤全門 鎌田一窓  脇坂義堂   略 
木村重光 
小森賣布  
杉浦止齋            略 
神戸友周  
石田梅岩      黒杉政胤 
富岡淨敬  布施松翁 鎌田柳泓      略 
慈音蒹葭 
      中澤道二  大島有隣    中村徳水・・・・・・・・・・・・・・略・・・・・・・・（江戸 參前舎 舎主系譜） 
                                   有山薫圃 
                     
手島堵庵 手島和庵  上河淇水   手島齋庵   手島毅庵・・・・・・・略・・・・・・・・・（京都 明倫舎 舎主系譜） 
          （1718－  (1747－  （1748－ 
     1786 ）    1791）      1817） 
                 (參州 薩埵元雄）       薩埵徳軒   薩埵誠齋  薩埵天放   薩埵雄助   薩埵正邦 (京都 時習舎 舎主系譜） 
                         (－1797 ）    (1778－     (－1832) (－1841)   (－1862)   ( 1856－     
1836 ）                          1897 ） 
寺井譲元                          柴田鳩翁 柴田遊翁  柴田敏齋   柴田講堂・（京都 修正舎 舎主系譜） 
 
奥田玄深 近藤道徳  奥田玄宗・・・略・・・（京都 樂行舎 舎主系譜） 
中井利安       
奥田頼杖  
                            淺井祐敬 
                    
中山甫門         入江到身  入江義質・・・・・・・略・・・・・・・・ （京都 恭敬舎 舎主系譜） 
 
 
               略             略 略 
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論語【漢】
          一三三（七五）
 
孟子【漢】
          一一六（五四）
 
中庸【漢】


















































































































































          二
 
華厳経【仏】
            二
 
語孟字義【漢】
          二
 
人物備考【漢】
          二
 
釈子通鑑【仏】
          二
 
荀子【漢】





          二
 
素問【漢】





          二
 
老子【漢】










              一
 
［円光大師語］ 【仏】
     一
 
往生要集【仏】
          一
 
観心略要集【仏】
        一
 
顔氏家訓【漢】
          一
 
居家必要【漢】
          一
 
九条殿遺誡【国】
        一
 
［御高札］ 【国】
         一
 
西方要訣【仏】
          一
 
三国史（志） 漢
       一
 
三社託宣【国】
          一
 
三蔵法数【仏】
          一
 
四部録坐禅儀【仏】
      一
 
釈氏錙銖【仏】
          一
 
朱子語録【漢】
          一
 
聖徳太子明眼論【仏】
    一
 
寿量無辺経【仏】













            一
 
荘子【漢】





            一
 
涅槃経【仏】
            一
 
般若燈論【仏】
           一
 
毘婆娑論【仏】
           一
 
文中子【漢】
             一
 
風俗通【漢】
             一
 
［仏土章］ 仏
          一
 
北条九代記【国】
         一
 
無門関【仏】
             一
 
名義集【仏】
             一
 
蒙引【漢】
               一
 
文選【漢】
               一
 
［遊行上人歌］ 【仏】
      一
 
維摩経【仏】
             一
 
楊子法言【漢】





           一
 
李卓吾集【漢】
           一
 
臨済録【仏】






         一
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